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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、中国や新興国経済の景気減速により依然として先行き不透明

な状況が続くなか、政府の経済対策による企業収益の改善や所得環境の改善が進み、景気は緩やかな回復基調とな

りました。

当社グループの主力事業である電力業界におきましては、新規制基準による適合性審査を初めて通過した原子力

発電所が再稼働し、逼迫する電力需給に明るい兆しをもたらしました。また電力の小売全面自由化ならびに発送電

分離を控え、新電力が多く発足し、電力各社は電力市場の競争激化に対応するため異業種企業と相次いで提携を進

めました。

このような事業環境のもと、当社グループは受注の拡大に向け、新規案件の獲得を推進し、火力発電所の建設工

事および原子力発電所再稼働に向けた安全・ＳＡ対策工事に注力しました。また平成26年度から平成28年度までの

３ヵ年中期経営計画に基づいて、工事需要拡大に備えた施工能力の増強、技術開発の促進、将来の事業発展を支え

る人材の育成などの施策を遂行し、顧客満足度の向上を目指し、鋭意努力してまいりました。

その結果、当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、受注高52,353百万円（前年同期比5.7％増）、売上

高57,371百万円（前年同期比11.8％増）、うち海外工事は2,886百万円となりました。

利益面につきましては売上高の増加に加え、工事収支が改善し、営業利益3,594百万円（前年同期比45.3％増）、

経常利益3,927百万円（前年同期比33.4％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益2,659百万円（前年同期比46.7

％増）となりました。

なお、セグメント別の業績を示すと、次のとおりであります。

（建設工事部門）

受注高につきましては、事業用発電設備工事が増加したことにより、前年同期に比べて部門全体として増加し

15,432百万円（前年同期比28.2％増、構成比29.5％）となりました。売上高につきましては、事業用発電設備工

事および自家用発電設備工事が減少したことにより、前年同期に比べて部門全体として減少し18,740百万円（前

年同期比10.3％減、構成比32.7％）となり、セグメント利益は134百万円（前年同期比82.8％減）となりました。

（補修工事部門）

受注高につきましては、事業用発電設備工事が増加したものの原子力発電設備工事が減少したことにより、前

年同期に比べて部門全体として減少し36,920百万円（前年同期比1.6％減、構成比70.5％）となりました。売上

高につきましては、自家用発電設備工事、原子力発電設備工事および事業用発電設備工事が増加したことによ

り、前年同期に比べて部門全体として増加し38,631百万円（前年同期比26.9％増、構成比67.3％）となり、セグ

メント利益は5,295百万円（前年同期比58.6％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

(イ) 資産

流動資産は、未成工事支出金が3,371百万円増加したものの、受取手形・完成工事未収入金が6,673百万円減少し

たことなどにより、前連結会計年度末に比べて3,999百万円減少し55,523百万円となりました。

固定資産は、投資有価証券が362百万円増加したことなどにより、前連結会計年度末に比べて291百万円増加し

24,983百万円となりました。

(ロ) 負債

流動負債は、電子記録債務が7,395百万円増加したものの、支払手形・工事未払金が11,292百万円減少したこと

などにより、前連結会計年度末に比べて5,713百万円減少し18,471百万円となりました。

固定負債は、長期借入金が116百万円減少したことなどにより、前連結会計年度末に比べて94百万円減少し3,214

百万円となりました。

(ハ) 純資産

純資産は、利益剰余金が1,881百万円増加したことなどにより、前連結会計年度末に比べて2,099百万円増加し

58,821百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想等については、平成27年５月８日に開示しました通期の連結業績予想を修正いたしました。

　なお、当該予想の詳細につきましては、本日(平成28年２月９日)公表の「平成28年３月期通期業績予想の修正に

関するお知らせ」をご参照ください。

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計方針の変更)

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基準」

（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）および「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25

年９月13日）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更および少数株主持分から非

支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間お

よび前連結会計年度については、四半期連結財務諸表および連結財務諸表の組替えを行っております。

決算短信 （宝印刷）  2016年02月08日 13時49分 4ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）



太平電業株式会社(1968) 平成28年３月期 第３四半期決算短信

― 5 ―

３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 11,772 11,670

受取手形・完成工事未収入金 33,702 27,029

電子記録債権 2,432 3,018

有価証券 1,010 500

未成工事支出金 9,467 12,839

材料貯蔵品 11 5

繰延税金資産 579 148

その他 547 312

流動資産合計 59,523 55,523

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 15,633 15,912

減価償却累計額及び減損損失累計額 △9,842 △10,134

建物・構築物（純額） 5,790 5,778

機械・運搬具 10,377 10,366

減価償却累計額及び減損損失累計額 △9,352 △9,559

機械・運搬具（純額） 1,025 806

工具器具・備品 1,742 1,786

減価償却累計額及び減損損失累計額 △1,593 △1,634

工具器具・備品（純額） 149 151

土地 4,781 4,769

リース資産 448 528

減価償却累計額 △190 △255

リース資産（純額） 257 273

建設仮勘定 118 554

有形固定資産合計 12,121 12,333

無形固定資産 141 160

投資その他の資産

投資有価証券 6,262 6,624

長期貸付金 84 82

賃貸不動産 1,078 1,078

減価償却累計額 △675 △688

賃貸不動産（純額） 402 389

繰延税金資産 23 15

長期性預金 4,300 4,300

その他 1,462 1,182

貸倒引当金 △106 △105

投資その他の資産合計 12,428 12,489

固定資産合計 24,691 24,983

資産合計 84,215 80,507
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金 16,042 4,750

電子記録債務 - 7,395

短期借入金 111 194

リース債務 110 136

未払法人税等 1,431 195

未成工事受入金 3,520 3,686

賞与引当金 807 218

役員賞与引当金 117 106

完成工事補償引当金 34 56

工事損失引当金 384 39

その他 1,624 1,690

流動負債合計 24,185 18,471

固定負債

長期借入金 769 652

リース債務 184 193

繰延税金負債 35 21

退職給付に係る負債 2,137 2,186

その他 181 160

固定負債合計 3,308 3,214

負債合計 27,493 21,685

純資産の部

株主資本

資本金 4,000 4,000

資本剰余金 4,799 4,799

利益剰余金 46,789 48,670

自己株式 △1,828 △1,740

株主資本合計 53,760 55,729

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,345 2,556

為替換算調整勘定 △118 △152

退職給付に係る調整累計額 174 157

その他の包括利益累計額合計 2,401 2,560

非支配株主持分 560 531

純資産合計 56,722 58,821

負債純資産合計 84,215 80,507
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

売上高 51,333 57,371

売上原価 44,540 49,166

売上総利益 6,793 8,205

販売費及び一般管理費 4,318 4,610

営業利益 2,474 3,594

営業外収益

受取利息 11 9

受取配当金 100 115

持分法による投資利益 38 109

固定資産賃貸料 83 113

保険配当金 0 2

受取保険金 19 6

為替差益 264 -

その他 70 94

営業外収益合計 588 451

営業外費用

支払利息 1 1

為替差損 - 21

固定資産賃貸費用 72 74

その他 45 21

営業外費用合計 118 119

経常利益 2,944 3,927

特別利益

固定資産売却益 1 0

投資有価証券売却益 - 113

ゴルフ会員権償還益 1 1

ゴルフ会員権売却益 3 -

特別利益合計 6 115

特別損失

ゴルフ会員権売却損 0 -

固定資産売却損 0 3

特別損失合計 0 3

税金等調整前四半期純利益 2,950 4,039

法人税、住民税及び事業税 759 963

法人税等調整額 325 438

法人税等合計 1,085 1,401

四半期純利益 1,864 2,637

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,813 2,659
非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

51 △22

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 600 209

為替換算調整勘定 41 △34

退職給付に係る調整額 △62 △16

持分法適用会社に対する持分相当額 0 0

その他の包括利益合計 580 157

四半期包括利益 2,444 2,795

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,392 2,818

非支配株主に係る四半期包括利益 51 △23
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

前第３四半期
連結累計期間

(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

当第３四半期
連結累計期間

(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

比較増減
(△は減少)

セグメントの名称
金額

(百万円)
構成比率
(％)

金額
(百万円)

構成比率
(％)

金額
(百万円)

受
注
高

建設工事部門 12,039 24.3 15,432 29.5 3,393

補修工事部門 37,502 75.7 36,920 70.5 △581

合計 49,542 100.0 52,353 100.0 2,811

売
上
高

建設工事部門 20,889 40.7 18,740 32.7 △2,149

補修工事部門 30,444 59.3 38,631 67.3 8,187

合計 51,333 100.0 57,371 100.0 6,038

受
注
残
高

建設工事部門 19,955 42.7 19,440 47.5 △515

補修工事部門 26,726 57.3 21,454 52.5 △5,271

合計 46,682 100.0 40,895 100.0 △5,786

(注) １．建設工事部門は、火力、原子力発電設備や製鉄関係、環境保全、化学プラント等の設備据え付け

や改造工事等と、これらの設備に付帯する電気計装工事、保温、塗装工事他の施工、および各種

プラント設備の解体、廃止措置等の事業。

２．補修工事部門は、同上の各種プラント設備の定期点検、日常保守、修繕維持等の事業。
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